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公益社団法人京都デザイン協会
令和２年度　第６回理事会　議事録

１　日　　時：令和２年１１月２０日（金）午後６時～
２　場　　所：京都デザイン協会事務局
　　　　　　　テレビ会議ツール「ZOOM」によるWEB理事会
３　出席理事：１１名
４　議　　長：定款第３４条の定めにより理事会の議長は、理事長がこれに当たる。
５　議　　案：
　（１）第１号議案　令和２年度の事業報告
①デザインを通じて地域基盤の向上と地域産業の振興を推進する事業（公１）

　　　　　10 月 10 日（土）：作品搬入・第一次審査（KDA 会員、京都府、京都市）
　　　　　10 月 11 日（日）：外部審査員による審査・作品搬出
　　　　　審査結果　入賞：９点　　入選：１７点（別紙参照）
　　　　　●入選作品展
　　　　　　会期：11 月 13 日（金）～ 15 日（日）午後 1 時～ 5 時
　　　　　　会場：くろちく　イベントスペース　天正館２F
　　　　　　期間中来場者：88 名
　　　　　●表彰式・作品講評会
　　　　　　会期：11 月 15 日（日）午後 3 時 30 分～ 5 時 30 分
　　　　　　会場：くろちく　イベントスペース　天正館２F
　　　　　　来場者：表彰式 73 名　作品講評会 66 名　
　　　　　●交流会
　　　　　　日時：11 月 15 日（日）午後 6 時～ 8 時
　　　　　　会場：くろちく　イベントスペース　天正館２F
　　　　　　出席者： 59 名
　　　 実行委員長より「京都デザイン賞 2020」事業を終えて、感想、今後の取り組みについ

ての発言があった。
　　　 応募作品数について、新たな大学からの応募もあった。さらに近隣大学への働きかけに

より応募数を増やすことが必要。他府県からの応募はホームページ、ネット上の公募情
報メディアにより情報入手しての応募が多く、さらに情報拡散の工夫が必要。

　　　 作品展、講評会、交流会とも「くろちく」の協力により、ワンストップの場所で開催で
きたことのメリットは大きかった。作品展の会場が表通りから奥まっていたため、一般
の方々の鑑賞は少なかった。誘導の工夫が必要。

　　　 授賞式、講評会、交流会とも、会場スペースの関係で「やや密」な状態は避けられなか
ったが、アルコール消毒、マスク着用は徹底していた。講評会は時間がオーバーする充
実した内容だった。
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　　　　「交流会収支」報告があり承認された。

②�デザイナーである会員の創作・研究・発表を行い、そのデザインの向上を図る事業（共１）
　　　　 会員展について　今年度はすでに終了したので、次年度に向けての企画を立案してい

ただくよう、川口実行委員長に要請。

　　③会員相互の交流を目的とした事業（共２）
　　　　（ア）交流会について→なし
　　　　（イ） ＫＤＡサロン→なし
　　　　（ウ）DesignersMiniCafé→なし
　　　　（エ）国際交流事業→なし
　　　　（オ）他団体との交流事業→なし

　　④京都のデザイナーによるデザイン会議事業（共３）
　　　京都デザイン会議について
　　　　　テーマ：住
　　　　吉川実行委員長を中心に、何回も実行委員会で企画案が討議されている。
　　　　開催日時：令和３年３月○○日（○）
　　　　会　　場：京料理　清和荘（京都市伏見区深草越後屋敷町８番地
　　　　シンポジウム　候補に上がっているパネリストへの交渉に入っている。
　　　　第一部 15：00 ～ 16：15　無料
　　　　仮称）「新型コロナウイルスの前とあと」　−これからのデザインの方向性を探る−
　　　　第二部 16:40 ～　申し込み制　有料　　　
　　　　内容が固まり次第、実施・運営のための全面的な協力を要請。

　（２）第２号議案
　　①運営報告
　　（ⅰ）企画・教育　　　なし
　　（ⅱ）広報・交流　　　なし
　　（ⅲ）総務　　　
　　　　　 11月からGoogleの方針で、セキュリティーのかかっていないURLを排除すること

が始まり、KDAでも実害が発生したので、ホームページのセキュリティー対策にと
りかかった。

　　　　　設定後はうまく作動をしているようである。
　　　　　いままで　http://design.kyoto
　　　　　　　　　　http://www.design.kyoto
　　　　　これから　https://design.kyoto
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代表理事 奈 良 磐 雄 印

　　　　　　　　　　https://www.design.kyoto
　　　　　 従来の　http　のままでも新しい　https　として認識されセキュリティーがかか

る。また、これらの設定のあといままでの　http://www.kyoto-design.net
　　　　　 についてはサーバー変更とドメイン移管をおこない、こちらもセキュリティー対策

を行うべく諸般の手続き中の完了待ちとなっている。

　　　　　サーバー変更についての効果は以下の通りである、
　　　　　　　１.　セキュリティの向上
　　　　　　　２.　ふたつのサーバーをひとつにまとめることで、サーバー年間使用料金
　　　　　　を２分の１に削減
　　　　◎今後の協会発行物、個人による表記を以下に変更していく。
　　　　　https://design.kyoto
　　　　　https://www.design.kyoto

　　（ⅳ）経理・会計　　　なし
　　②一般報告　　　なし

６　議　　案：
　　　　　 田理事より、京大防災研究所での避雷装置の技術革新に関する情報提供があった。

　以上をもって議事全部の審議および報告を終了したので、議長は午後6時40分に閉会を宣言
し、理事会を終了した。
　本理事会の経過及び結果が正確であることを証するために議長が議事録を作成し、代表理事
及び本理事会に出席した理事がこれに記名押印する。

　　　令和２年１１月２１日
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理事 老 田 德 廣 理事 永 田 み ど り

理事 片 倉 文 恵 理事 古 川 加 津 夫

理事 川 口 凱 正 理事 堀 口 英 人

理事 官 能 右 泰 理事 松 尾 安 浩

理事 木 原 三 郎 理事 松 原 　 出

理事 黒 竹 節 人 理事 山 岡 敏 和

理事 小 林 和 行 理事 山 本 祐 三

理事 才 門 博 史 理事 吉 川 博 史

理事 鈴 木 秀 信

理事 住 谷 晃 也 監事 久 谷 政 樹

理事 田 中 　 聡 監事 本 郷 公 盛
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